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に薇く数本の小觀がある〇下顯は略々平巧で長さは霄の2化より小さく，巧 
慨は前ホで稍々接近し先端は斜に切截されてねる。前ち最も福廣<中みで狹 
<なり再び外側に突出て茲部に細<終る。下庭は幅，長さに優り横に展い梯形 
で下顯の半みにも逮せず。下替の前ホは少し凹む。胸板は長さ幅田を々等しく， 
前端は巧截狀で I な端は尖る。瓣2脾間最も廣し。步脚は第4脚最長で.第1， 
第3 •な r ! 之に次ぐ。脚端には3本の爪を有し上巧には魄を列生ずる。を卿〇 
膛•跡節に闲阳を有し，第 I •第2の隨•脈にはを々2 • 2 • 2,辨3•第4は 
少しす規化’に S 列する0蛛沈は前说搔近し後沈は前裙よりも短く1節でをる。 
閒化は化跡的なもので認め雞い。 

備考ホ種は Cubaei は MdloUSa が umO に似てわるが歩脚に輪紋なく，下韻 
の懦の廣い點により區別し得る。义體.をあび步脚に輪紋なき點により C ホ an け 
ielricu. <('. L. K,,。 し） に ! なるも服の酷巧成び上顯のす堤晒の數を異にし眷结に 
識别し得る。更にが體の小形なる事と epigynuni 仍形に依り Cy しル j,us 屬の他 
の何れのものとも明かに區別する事が出がる。 


カバキコマチグモの寄生蜂 
イワタツツベ，ツカフバチに就いて 

關口晃 一 

1 •まへ が ま 

筆者が昨夏 （1 ぅ 40) 輕か澤千か溝！の淺閒高原生物啡究所に滯をや陳集した蜘 
蛛類多足載に就いては旣に報吿したところであるうミ，をの際觀察されをカバキ 
コマチグモ Chiracahthiura japonicum Boseubcrg et StraiKi の寄生蜂に就い 
てはをの後を方面の御拨助に よ り漸く明かにする聲を得たので，が、下么に關し 
て筆者の觀聚及び調査に能り知り得をことを簡單に記して置きたいと思ふ。穂 
々御面倒をぉ趙けした鳥島春尴巧，植巧利夫巧及び文獻の惠與又は實與をの他 
に椿別なる便宜をおくした若西义二踞，をがな S ， 荒木等等の諸氏に厚く御禮 
ホ上げ度い。猶本觀•察げ阔聯常太郞巧の御厚意にがつて上記研究所に滯皆-中な 
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されたもの、一部である〇巧巧に對して兹に深甚なる謝蘆を表するものである0 

え な巧の巧巧 

化〇寄生蜂はをが巧に據れげイワタツツべツカフパチ、 Homonoilis nvalai 
Yasunuitsii , 1932で，その原記載及び別趣との詳しい比較等は同巧により蠻表 
され，义生態に關しては岩-旧巧.大戰氏，飯聞巧;，小が巧等の興味ある研究が 
をる。 W 上の諸報文は何れも立派なもので，何事にもす川盧な準者が前も短時 
日の閒に觀巧したことの中には之等に附加するに化る新知ぶはを < 見當らない 
のである力 S ， 小が巧がタトのは潑表が來かなりの年月を經，岛つホとして招蟲同 
好*者を對欽としたもので，-巧々蜘蛛岡が者の№1には觸れることが少い爲力^•比 
較的お知な人が多いやうに思はれるので，極めて不おを乍ら笨者の觀祭なび上 
記藤暮から濕めた魄巧な本稱の紹介を試みた次巧である。 

3.巧 察 

带者が嚴初に S 月19口 SI 喊溫お舊輕别こ澤閒でカバキ=3マずグモの巢を夕數巧 
染した口的は舞:年樞村'利夫巧が戀表された「親を晦ふ蜘蛛」の觀紫にあつたの 
であるが， 多數の雖を破いてぶてゐる中に腺部の先;端に2--3 n 仰のか了かない 
幼蟲が附をしてゐるのを潑見した。更に他むものからは黄踞たの軟い絹で破は 
れた L 侧の鹏が出て來た。山ヒの醜が上記の幼蟲のものであることは直に推測さ 


fi ) よく. \a>u»iatyu : A JJst. oi the species of the genus Jfom 併 10 tus oi tlie world,, 
w itli dofrcrlption of a new species of the genus fron Japan (Hymenoptera, 
Psainniorharidae). Annot. Zool. Jap. vo],13, no. 4, pp. 297 —304,1932. 

K. Yasujnatsu; On the Japanese and Formosan Ilomonotinae (Ilym,, Psanimo- 
cliariclae). Miishi vol. 0, no, I, pp. 39—4G,1933. 

(3) K.Iwata ; Biology of Ifwimotus iwatai Yasumatsu (Hymenoptera, P さ； m]】no- 
tharidae^. Annot. Zoo]. Jap. vol,1 も no. 4, pp. 305 — 322, 1932. 

(4) 大野善右衞巧； Hmnomfus iwatai Yasumalsu のを態に就いて.關西昆蟲擧會々報 
no. 0. pp. 60-7 ム 1935. 

(5) 飯邱等 之助； J む mofwtiis iwatai Yasurnatsu の處女生殖に就いでむし vol. 7, 
no. 2, pp. 120—121,1934, 

が）小較敏宏 ; Chimcanthium kompiricota W . Doenitz じ豁生ずる llomonoius Imtax 
Yasuniatsu. 馬蟲世:界 vol. 43, no. 498, pp. 38 一 iO, 1939. 

ヴ）樞村利夫；親を食ふ蜘蛛. Acta Arachnologica vol •目， no. 1, pp,25 —掷， 1940. 
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れたので早速お來る义夕くの幼蟲，離等を巧集して觀 
察することにした 0 この約 3 mm の巧蟲はが長が極め 
て早く， a 每にをの大さを增し何れも•う一了 H 後には 
寄ま〇カバチづマチグモを晦ひ殺してしま〇た。蜘蛛 
は始め蜂の幼蟲が小さい巧は寄生されないものと何等 
變りなく活潑に巧動しでうつかり巢を破ると聰みつか 
れるが，次第に體液は吸おされ叉背部の垂衙が増して 
來るにつれて活動が鈍り，を一 7 日後には贼蛛は頭胸部 
部と步脚を殘しで袁れな駭を橫へて居り.そ〇傍 




第 1 阔 

カバ キコマチ グモの巢 


第2圖 イワタツ ツべツカフバチの幼 
なを腹部背面につけたカバキコマチグモ 


には急に， 

丸々と肥大 
して 10 mm を突破した鮮紅色の蜂の 
幼蟲が無氣味に動いてゐた〇 .翌日見 
ると最初の日に見つけた様な觸が出 
來上つてゐた。この表面の絹を了寧 
にはがして，をの中から出て米た濃 
茶褐色の殼を欽で切つて見ると米だ 
蛹化しない幼蟲が曲てホを。その後 
踩集して來た離をず一つと觀察を綾 
けてゐると 8 巧 19 日採集の約 U ) 個〇 
離の中から1頭义黑をの蜂が巧化し 
て來た。この蜂は巧動が餘り敏捷で 
な < ゆつ< りと枯れを蜘蛛の巢の閒 
を潜つて歩いてねた 0 をして 5 曰目 
の 9 巧 4 日には動かな < なつでしま 
つた0他〇離は依然として羽化ずる 
中策子が見られなかつた0 
本年 （1941) になつでから 7 巧上 
卸何氣な <節育箱を號いて見ると殘 
して あつた 7 個の 觀 から 2 頭の鋒が 




(1 獄） 


羽化して馬り，1頭の如きがホだ僮 か 
に餘命を巧つてねた0 
本年8巧下旬筆者の敗鄕である埼玉 
螺の東部で夕數の カバ乎3 マチ グモ〇 
巢を開いて見て ねる中 に化處でも前記 
と同機な薇のあることに氣がついた a 
こ〇様に比較的普通のものがを然調べ 
られてゐない箸はないと考へで調査し 
た統果分つたのが前嫌の謙研究であ 
る。 筆者の觀察はが上の如く簡單なものであるが若巧.大野•兩巧。優れを報文 
から要點を續めると次の薄りである。猶觀察された寄主のりろ • racanfhium は: 
若•巧巧に依るものはで ドコマチグモ a ru ' ful'um Kishida, 大戰找及び筆者に依 
るものは カバ キコ マチグモ C. japonicum Bo?, et 
小松巧に依るものは C kompirico!a Doenitz である0 

4 - Honvonottis 加 aicn •の をお 

(a ) 習性本種はまとして7, 8, 9'S ヶ月間に直つて 
活躍する Chir acanthi am japonicum なびじ r が fulum 
の寄生蜂である0蜂は蜘蛛の:！-から巢へ敏捷に飛び， 
翅を振はせ乍ら巢の上を驅け巡り，侵入口を探す。侵 
入は巢の繼ぎ目から巧はれることもあるし，蜂自身〇 
大顯をがて圓形义は S 日月形に切销< こともある〇侵 
入を受けを際の蜘蛛は C rufulvm にがては何の巧禦 
も爲さないが，じ japonicum は盛に大類を巧て巧側 
第4圖ィヮタツク S ら攻擊の姿勢をとる。甚しき場合は巢中に頭部を入 
ツべツカフバチの藤れた蜂が，蜘蛛に頸部をくはへられて，俊入時が玲微 
である翅を振はせるのををく止めてしまつたとちふ0然しこの祿な巧潑な無棘 
も一度蜂にをの巧部に入られてしまふと全然抵抗出來ず忽ち麻痒される〇巢に 
侵人した蜂は直ちに蜘蛛を輿ひ一寸-^緖にころげ迴る力Vなち蜘蛛の頭贼部背 
面に乘り，か側の步脚り1本をくは へ 他端のホ脚間に自みの尾端をもつて巧 
つて刺す。1回种す時間は40〜が）秒で回數は1〜8厨である0棘萍は10みな 




第な圖イヴタブツぺツカフバチ 
の成長せる巧蟲 


(王 34) 


巧.(夕ぐは0^6か）で消失す 


る。’從つて鱗の產骄作業中蜘蛛 
が動き把ず爲何厨も刺すことが. 
をるのである。刺される•と建が 
龍力をを乂失ひ，産卵中のもの 
は （G ruf け him にがて）產卯 
を停止する。鋒は蜘蛛を窥萍せ 
しめた後，一度之より離れ觸角 
を口で掃除し，輿:巧を歩きまは 
つてから I 蜘蛛の腹部皆画に乘 
り統績突起又はをの附近を < は 
へ，前脚及び中脚を.なて蜘蛛を 
抱へ尾端を蜘蛛の腹部先端部に 



第5麵イワタツツべツカフバチ成蟲 


もつて巧つて產巧チる。その際後卿は空間にがしたまである。この產卵娑勢 
をとるには 4 〜がかか、る。巢內に旣に蜘蛛の卯魂又は仔蜘蛛がある場をには 
親贼蛛を麻摔さかて後> 卵囊の上から之を峭み又はな-蜘蛛の頭捣部肢部等を 
I 蹲み或ひは食ふことによつて全滅させる。一度產卵されを蜘蛛が揮び蛛の侵入 
を受けた塌合は2度目の蜂—によつて最初の卵は I 蹲みとられて新しく產みつけら 


れる〇 


( b ) 生活を蜂〇卯は常に腹部前端部に横に產みつけられる。化の產卵個巧は 
他の F.<ammocharidae に屬する種の選ぶ位置とは非常に違つてねる。巧はバ 
ナナ狀でガラス光澤のある乳白をを呈し，長さし〇〜幅 0.2 〜 0.3mm 
で，卵は 25—45 日で雕化する。幼蟲は贿化直後で鬟さ 2 mm, 完全に成長し 
たもので長さ 10 mm, fg 3 mra である 0 幼蟲は最初の 2—3 日間は吸液して 
殆んど體液がなくなるまでに吸收し，をの後大霸によつて粗靖攝食する。斯く 
しで蜘蛛は 3 —主 日閒は'亢氣巧盛に見え'るが，日目には繁れる〇成畏しを 
幼蟲は無氣味な巧藤をを呈し尾端より鮮なホ接をむ渡をおし，半一1，日後に 
臟を谴りおめる〇幼攤が瓣化しでから觀を作り始めるまで〇期閒は7—12月で 
ある0 

充み成長した幼蟲は，‘蜘诛の巢の巧面に絲で自體をを間に 懸垂し薄い 藤を造 
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り，約 1 日後にはを〇內部に锁めて堅固な栗色りおを造り主げる0おは長が 
形，黄褐色.强徽，巧部は暗褐色極めてぞ潛でが郁は一面緩い絲でをり簡まれ 
てねる 0 大さは11.3 mm X ん9 mm (岩巧巧） •14*1 mm X 5.8 mm (大戲巧）. 15.0 
mm X 7.5 mm (筆者）である。蛹のお確な朔閒は知られてゐないり然し媒の完 
戍から羽化までの期間は約10日間である 0 蛹は腹部側緣に刺がのをががある 0 
嘯皮から脫巧後厭蟲は賺の申で1 一： T 巧を過ず。蜂は雜の煩端近くを面く蓋狀 
に切りをの間から巧て來る。 

が蟲は體長 13 m 说巧外.み身黑色を呈し,第1,第2腹節の後端丈が僅か 
に白色の帶をなしてねる。腹部は他の蜂に比して屬ぞな懲じがする。翅は透明 
で前翅が約ん5 mm , 後翅が約も5 mm である。巧化した成蟲は飼育箱〇中で 
は巧んど飛ぶことなく，時々翅を振ばせ乍 b 鞠の跨を步いてねる。成蟲の出現 
期は大體7巧中旬〜8巧上钢の第™^朔と，8月下甸〜^9巧中甸む第’二朔とにみ 
けられる（大野巧 )0 第一期に現はれる成蟲は蟹が:幼蟲として越冬したもので， 
この成轟によつて產まれた卵より發育したも〇、一部はをの年內に羽化して繁 
二期卵を產むが他部は鑑伏幼蟲として越をずる0從つて C の.第一^朔に親は 
れる成蟲は前を度の第一期卵〇ものと，第二期卯のものとが混をするわけでこ 
れは第二期にがける a japonimim の巢が多ぐか蜘蛛〇み或ひは產卵後 H 數を 
經て老衰した親觀蛛が多 < なるのに鑑れが，第一期幼蟲〇—部が踐冬すること 
は重要なことである。然し筆者の觀察したところに依れば，別に第一，第二餅 
をかける必耍な^，載伏幼蟲で越をしたもの、羽化の時朔に變異があり，從つ 
て第2回目〇成蟲のお現もまちまちで7巧から9巧中おまではを朔間を通じて 
成蟲がぶられるのではないかと考へられる 0 

蜂の寄生率は淺蟲にがける調査では巧34年（VII， Viri ) は 7. 6%19が年 
(VII, VIII)は3%福島縣川侯巧にがける調査では (1934. VIII) 4.2% 
(な上大野氏）であり，大阪府に於けるを巧巧の觀察に依れば鉛％であみ〇聲 
者うミ輕井澤滞在中が集したもの、數は兮巧かではない力滞 JIO% はをつたと推お 
される〇 

更にこの蜂が處女生殖を巧ふこと，义この蜂の幼蟲に寄生する種名不詳〇蜂 
がゐること，福島縣に於ては a japonmm の巢をさいて蜘綠を運び去石 
Psammoeharidae に屬する大形り蜂力;ゐでぶ • iwaiai の卯及び幼蟲が蜘蛛と 
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共に運びまられること（]1^4上大掛孩:>1义 C- rt が w/w なや之と近似〇 Chh’ctcor 
rithmm 口巧に小ミを寄生觸のあるとと等が知られてねるが，之等については 
ホだ充みな發表が巧はれでねない0 

[附説]巧如が山のを洛は従來巧寒されてゐなかつたが，今回巧あ涼ミ巧は筆をの乞を 
をれられて， Iwata - Ui か- be 叫 5 bat ;. イヴタツツべツカフバチタ新稱を與へて下さつた 0 
今後化のちを用ひることにし度いと，思ふ0 


タイリクユウレイグモの 交尾と產卯 


金 か滿ま 

(藏興師範學校五年） 

羣い夏の太陽が脾り綾< 七•巧の下おから八月中旬にかけで，タイリクュウレ 
イ グモのを塔の鼓も盛な時である。（本文に入る前に止卜の報ホはか‘解を中'じ、と 
し僅かに十一組の結婚者を代表として平均したこと，及び今年は割含に天候が 
惡< て例年に比べて少しを运の時季が遲かったことを斷って置きます )0 — 箇月 
前から降り總いを長雨な今 a やっと止んで，蛙も鳴き飽ををやうにしづんでゐ 
る0例の通り窒內は暗い0何か珍しい事はないかと思って天井から隅々のタイ 
リクュウレイグモの巢を檢带することにした0時は -L •巧二十五日午前八時 S 十 
セか0天井のが觸に氣が圧ったやうに追ひ廻る二匹のタイリク心ウレイダモ诸； 
ねる0何をするかと見てわる中に結婚の契を結んだのである。約五十みにして 
交尾はすんだ。今度は部屋の隅の所にまるで郷と犬が脫みをってねるやうにろ 
军二西が S 十麵程の距離を絕て、待機の姿勢をとってねる0此處は僮かに五， 
六本のホしか張ってねない？ 〇領地である0十時二み愈々巧動閒始だ。ミは第 
二脚で何かを探すやうに振り廻しながら靜力>に糸にをってホき街す0約置.力 
總。所まで近づ < と？は逃げようとずる。其の時$はいきなり军に飛び着いで 
一體になったかと思ふと罕は巧に逃れて二十總璋離れて止る P $は失敗して與 
の場•に靜止すること二分にして巧び動閒妾台0今度は意外にも？ほろを待っや. 
ろに靜ムしたま、で愈々近づくとろ军とも言合っをやうに飛び谱いて離れず， 



